
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
８

％
へ
の
増
税
反
対
の
一
点
で
、

共
同
の
運
動
を
す
す
め
よ
う
と
、

日
本
共
産
党
中
川
区
委
員
会
は
、

９
月
か
ら
２
０
１
５
年
地
方
選

必
勝
を
め
ざ
し
て
『
キ
ャ
ラ
バ

ン
宣
伝
』
（
当
面
月
１
回
）
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

21
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
、
昼
休
み
は
除
い

て
、
区
内
各
所
で
、
安
倍
自
公

政
権
に
よ
る
「
消
費
税
増
税
」

を
は
じ
め
と
す
る
国
民
不
在
の

悪
政
の
暴
走
許
さ
ず
！
と
、
宣

伝
・
対
話
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

宣
伝
で
は
、
江
上
ひ
ろ
ゆ
き

前
名
古
屋
市
議
が
、
安
倍
暴
走

政
治
と
そ
の
も
と
で
の
河
村
市

政
の
庶
民
い
じ
め
、
と
り
わ
け
、

庶
民
に
責
任
の
な
い
財
政
赤
字

を
医
療
・
介
護
や
福
祉
切
り
捨

て
で
解
消
す
る
動
き
を
批
判
。

「
敬
老
パ
ス
」
負
担
金
値
上

げ
や
保
育
料
値
上
げ
の
問
題
を

怒
り
を
込
め
て
訴
え
ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー
前
で
は
、
日
本
共

産
党
支
部
に
よ
る
署
名
行
動
も

呼
応
し
て
取
り
組
ま
れ
、
「
消

費
税
が
あ
げ
ら
れ
た
ら
、
も
う

や
っ
て
い
け
な
い
」
「
安
倍
さ

ん
は
、
庶
民
の
こ
と
が
分
か
っ

て
い
な
い
」
な
ど
、
署
名
に
応

じ
る
買
い
物
客
。
団
地
で
は
、

お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
を
見
て
話
を

聞
き
に
で
て
き
た
方
が
、
「
今

日
の
お
話
は
大
変
わ
か
り
や
す

く
よ
か
っ
た
」
と
喜
ば
れ
た
り
、

た
ま
た
ま
家
か
ら
出
て
き
た
方

が
、
訴
え
を
聞
い
て
消
費
税
増

税
中
止
署
名
に
快
く
応
じ
て
い

ま
し
た
。
公
約
実
現
と
し
て
も

取
り
組
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
宣

伝
は
、
参
院
選
躍
進
後
の
日
本

共
産
党
へ
の
期
待
を
感
じ
る
も

の
で
し
た
。

敬
老
の
日
の
９
月
16
日
、
江

上
ひ
ろ
ゆ
き
前
市
議
は
、
参
院

選
で
日
本
共
産
党
を
応
援
さ
れ

た
、
常
磐
に
住
む
87
歳
に
な
る

荒
川
す
ず
子
さ
ん
を
訪
問
し
ま

し
た
。
１
９
４
０
年
に
高
等
小

学
校
卒
業
。
「
今
で
も
同
級
と

食
事
会
を
や
る
よ
。
前
は
、
共

産
党
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
今
は
、
は
っ
き
り
も
の
が

言
う
い
い
と
こ
ろ
だ
ね
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
が
、
裁
縫
な
ど
を
習

い
、
１
９
４
５
年
に
、
日
清
製

粉
が
航
空
機
を
製
造
し
て
い
て

戦
闘
機
を
つ
く
っ
た
そ
う
で
す
。

幸
い
自
宅
は
空
襲
に
あ
わ
な
か
っ

た
が
、
道
を
隔
て
た
と
こ
ろ
が

や
ら
れ
た
と
。
家
族
が
近
く
に

は
い
ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
。

地
域
の
小
玉
さ
ん
た
ち
と
勉
強

し
、
が
ん
ば
る
よ
、
と
発
言
。
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参
議
院
選
挙
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
政
策
宣
伝
が

話
題
と
な
り
ま
し
た
▼
私
も
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
江

上
ひ
ろ
ゆ
き
前
市
議
」
と
入
力

し
て
み
て
く
だ
さ
い
▼
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
―
も
や
っ

て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
初

歩
の
段

階
を
続

け
て
い

る
感
じ

で
す
▼
一
日
の
う
ち
で
、
空
い

た
時
間
に
す
ぐ
行
動
で
き
る
よ

う
に
手
持
ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
ア

イ
パ
ッ
ド
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
家
に
帰
っ

て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作
成

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ん
て
、

と
思
わ
れ
る
方
も
見
え
る
と
思

い
ま
す
。
維
持
費
も
か
か
り
ま

す
か
ら
。
で
も
、
情
報
量
は
す

ご
い
▼
若
い
人
た
ち
に
活
動
、

共
産
党
の
こ
と
、
政
策
を
知
っ

て
い
た
だ
く
に
は
こ
れ
っ
き
ゃ

な
い
と
割
り
切
っ
て
使
っ
て
い

ま
す
。
と
い
っ
て
、
ど
な
た
に

も
見
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
対

話
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
▼
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
内
容
に
つ
い

て
「
い
い
ね
」
と
ほ
め
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
る
の
が
好
き
で
す
。

書
か
れ
た
方
の
名
前
も
わ
か
り
、

対
応
も
し
や
す
い
▼
ツ
イ
ッ
タ

―
は
、
率
直
に
つ
ぶ
や
く
の
が

い
い
▼
１
年
半
後
の
市
議
選
に

向
け
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

民
主
な
か
が
わ
も
発
行
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
選
挙

江
上
の
場
合

江
上
博
之

弁
護
士
法
律
相
談
10
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

消費税増税中止を話す江上ひろゆき前市議ら（あおなみ線荒子駅）

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
は
中
止
を
‐
共
同
の
力
で

区
内
14
か
所
で
街
頭
宣
伝

敬
老
パ
ス
・
保
育
料
改
悪

敬
老
の
日
。
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戦
争
中
は
戦
闘
機
づ
く
り



環
状
２
号
線
高
架
部
建
設

中
川
区
名
古
屋
西
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
か
ら
、
南
へ
、
飛
島
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
、
環
状
２

号
線
中
央
部
高
架
道
路
建
設
に

伴
い
多
く
の
住
民
か
ら
不
安
の

声
が
出
て
い
ま
す
。

昨
年
９
月
28
日
、
「
名
古
屋

環
状
２
号
線
事
業
説
明
会
」

（
国
土
交
通
省
主
催
）
が
、
富

田
農
協
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

道
路
計
画
の
説
明
の
み
で
、
住

民
の
不
安
に
答
え
た
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
（
民
主
な
か

が
わ
第
１
０
９
号
２
０
１
２
年

10
月
１
日
）
。

住
民
の
不
安
を
解
消
し
よ
う

と
、
「
名
古
屋
環
状
２
号
線
か

ら
環
境
を
守
る
会
」
（
略
称
：

環
２
か
ら
環
境
を
守
る
会
代
表

内
川
朝
夫
さ
ん
）
が
、
学
習
会

や
、
愛
知
国
道
事
務
所
・
中
日

本
高
速
道
路
会
社
へ
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
が
、

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
９
月
４
日
、
名
古

屋
市
街
路
計
画
課
に
申
し
入
れ

ま
し
た
。
二
村
課
長
は
、
「
住

民
の
不
安
へ
の
丁
寧
な
対
応
を

求
め
て
き
た
し
、
求
め
て
い
く
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

会
で
は
、
住
民
の
声
を
署
名

で
集
め
、
不
安
に
こ
た
え
る
住

民
説
明
会
を
引
き
続
き
求
め
て

い
く
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。

敬
老
パ
ス
一
部
負
担
金
の
値

上
げ
は
許
し
ま
せ
ん

河
村
名
古
屋
市
政
は
、
一
昨

年
の
事
業
し
わ
け
で
「
敬
老
パ

ス
見
直
し
」
を
決
定
し
、
９
月

９
日
、
社
会
福
祉
審
議
会
の
分

科
会
は
、
最
終
報
告
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
「
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
は
引
き
上
げ
は
避
け
ら

れ
な
い
」
と
報
告
。
し
か
し
、

河
村
市
長
は
、
今
年
４
月
の
市

長
選
挙
公
報
で
、
「
敬
老
パ
ス

堅
持
・
利
用
拡
大
」
と
公
約
し

ま
し
た
。
現
行
制
度
を
守
り
さ

ら
に
、
名
鉄
や
三
重
交
通
な
ど

利
用
で
き
る
よ
う
に
と
の
声
も

広
が
り
ま
し
た
。
中
川
区
で
は
、

９
月
14
日
、
革
新
市
政
の
会
が

学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
９

月
19
日
、
名
古
屋
市
長
に
、
１

万
１
６
８
筆
の
改
悪
反
対
署
名

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
の
被
爆
を
繰
り

返
さ
せ
な
い
。
中
川
原
水
協
が

28
日
、
区
内
で
、
学
習
会
と
総

会
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
原

水
禁
大
会
に
参
加
し
た
さ
く
ら

ん
ぼ
作
業
所
の
安
田
さ
ん
が
参

加
し
て
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

新
婦
人
の
会
か
ら
は
毎
月
６
と

９
の
日
に
行
っ
て
い
る
核
兵
器

反
対
の
署
名
活
動
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
愛
知
県

原
水
協
の
事
務
局
長
小
田
前
さ

ん
が
今
年
の
原
水
協
大
会
の
様

子
や
核
廃
絶
運
動
の
現
状
な
ど

を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
話
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
、
運
動
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

時
間
１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る

集
中
豪
雨
で
し
た
が
、
１
時
間

と
短
時
間
で
し
た
。
中
川
区
内

全
域
で
、
床
上
浸
水
40
軒
、
床

下
浸
水
１
０
６
８
軒
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
（
区
役
所
集
約
）
。

非
住
宅
で
は
、
浸
水
が
１
３
７

軒
で
し
た
。
浸
水
対
策
と
と
も

に
、
ま
ち
の
開
発
の
在
り
方
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
中
川
区

で
も
全
域
で
冠
水
が
あ
り
ま
し

た
。
（
写
真
は
、
柳
島
町
）
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
二
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

10
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

火

下
之
一
色

４
日

金

近
鉄
戸
田

７
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

８
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

11
日

金

高
畑

15
日

火

名
鉄
山
王

18
日

金

近
鉄
伏
屋
は
休
み

22
日

火

万
場
小
橋

25
日

金

昭
和
橋

28
日

月

金
山

29
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

31
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

７
時
半
か
ら
８
時
過
ぎ

市
長
の
報
酬
は
、
特
例
で

「
１
年
間
」
、
議
員
の
報
酬
は
、

特
例
で
「
当
分
の
間
」
年
８
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
河
村
市
長
は
、
市
長
、
議
員

と
も
、
期
間
の
限
定
を
な
く
す

条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
態
度

市
長
は
、
行
政
組
織
の
長
で

あ
り
職
員
へ
の
影
響
、
河
村
市

長
の
政
治
的
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
４
月
の
市
長
選
挙
で
、
日

本
共
産
党
も
８
０
０
万
円
を
掲

げ
た
こ
と
。
改
正
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
そ
の
都
度
行
え
ば
よ
い

こ
と
か
ら
、
日
本
共
産
党
は
賛

成
し
ま
し
た
。

議
員
報
酬
は
、
市
長
提
案
で

な
く
、
議
員
提
案
す
べ
き
で
す

が
、
２
年
前
の
公
約
で
あ
る
こ

と
、
議
会
が
論
議
を
す
す
め
な

い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
、
選

挙
で
民
意
は
明
ら
か
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
共
産
党
は
賛
成
し

ま
し
た
。

自
民
、
公
明
、
民
主
反
対

「
市
長
の
任
期
中
は
理
解
す

る
が
、
任
期
以
外
に
言
及
す
る

の
は
問
題
」
「
議
員
の
分
は
、

議
会
が
提
案
す
べ
き
だ
」
な
ど

を
理
由
に
、
反
対
し
ま
し
た
。

報
酬
を
ど
う
考
え
る
か

市
長
は
、
「
住
民
福
祉
の
増

進
を
図
る
」
名
古
屋
市
の
長
で

す
。
そ
の
職
責
に
ふ
さ
わ
し
い

報
酬
と
は
。
議
員
は
、
市
政
を

市
民
の
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

市
民
要
求
を
推
進
し
、
こ
れ
か

ら
の
名
古
屋
の
展
望
を
示
す
。

そ
の
仕
事
に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
市
民

生
活
が
大
変
厳
し
い
時
だ
け
に
、

そ
の
点
を
踏
ま
え
た
論
議
が
必

要
で
す
。
市
長
、
議
員
が
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
す
る
か
も
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

騒
音
、
振
動
な
ど
道
路
公
害
心
配

住
民
不
安
に
こ
た
え
よ

市
長
、
議
員
報
酬
８
０
０
万
円
条
例
否
決

敬
老
パ
ス
も
っ
と
気
楽
に
使
え
る
よ
う
に

核
兵
器
禁
止
、
原
発
ゼ
ロ
へ

９
月
４
日
集
中
豪
雨

すいとんを食べながら開催された総会


